
『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

芦
　
　
田

耕

　
江
戸
時
代
末
期
に
出
雲
の
名
所
を
詠
ん
だ
『
出
雲
国
名
所
歌
集
』

が
出
雲
大
杜
の
神
官
富
永
芳
久
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
「
初
編
」
が

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
序
蚊
、
「
二
編
」
が
同
六
年
の
序
を

も
っ
て
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
「
初
編
」
は
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
る
が
ω
、
「
二
編
」
に
つ
い
て
は
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
お

ら
な
い
の
で
、
こ
こ
に
名
所
、
歌
人
、
和
歌
を
取
り
上
げ
て
簡
単

な
説
明
を
施
し
て
い
こ
う
。

　
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
桑
原
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
縦
一

八
・
二
糎
、
横
二
丁
一
糎
の
繧
色
の
表
紙
で
あ
る
。
「
出
雲
国

名
所
歌
集
二
編
全
」
の
題
簸
が
左
肩
に
付
さ
れ
る
。
『
出
雲
国
名
所

集
』
と
合
わ
さ
っ
て
一
冊
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
墨
付
は
五
二

丁
、
う
ち
本
集
は
三
九
、
五
丁
を
占
め
て
い
る
。
初
め
に
『
名
所

集
』
が
あ
り
、
次
に
本
居
豊
穎
と
富
永
芳
久
に
よ
る
本
集
の
序
が

あ
り
、
続
い
て
「
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
」
と
し
て
歌
が
は
じ
ま
る
。

豊
穎
の
序
は
、

歌
は
い
に
し
一
の
手
ふ
り
を
な
ら
ひ
さ
ま
く
に
を
か
し
き

　
そ
の
世
の
心
は
え
を
さ
と
り
言
霊
の
寿
し
く
妙
な
る
隅
を
も

　
わ
き
ま
へ
し
る
わ
さ
に
て
や
か
て
学
ひ
の
道
の
た
す
け
な
れ

　
は
学
ひ
に
心
さ
∫
む
人
は
か
な
ら
す
ま
つ
よ
み
な
ら
ふ
へ
き

　
こ
と
な
り
か
し
冨
永
芳
久
か
お
も
ひ
お
こ
せ
る
こ
の
書
も
∫

　
と
か
の
国
の
風
土
記
の
神
世
の
こ
と
の
あ
と
古
き
名
所
と
も

　
の
多
く
残
り
て
た
ふ
と
き
を
い
か
て
世
に
広
く
し
ら
し
め
む

　
と
思
ふ
も
の
か
ら
う
ひ
学
ひ
の
と
も
は
多
く
耳
遠
く
の
み
思

　
ひ
て
あ
れ
は
ま
つ
そ
の
国
の
名
所
の
か
の
書
に
出
た
る
を
よ

　
め
る
寄
と
も
を
た
に
も
つ
と
へ
さ
ら
に
人
々
に
も
よ
ま
せ
て

つ
き
く
世
に
出
さ
は
お
の
つ
か
ら
そ
の
名
所
の
更
み
出

　
む
と
て
は
か
の
本
つ
書
を
も
よ
み
わ
き
ま
ふ
へ
く
や
と
て
そ

　
か
ち
な
み
に
風
土
記
に
見
え
ぬ
名
所
を
よ
め
る
寄
と
も
を
も

　
と
も
に
つ
と
へ
て
か
く
は
な
り
つ
る
な
り
と
そ
晋
は
え
ら
ひ

　
と
∫
の
へ
た
る
に
も
あ
ら
す
た
∫
名
所
の
入
た
る
は
見
き
く

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て



二

　
　
ま
に
く
つ
と
へ
た
る
な
れ
は
よ
し
あ
し
は
い
は
す
こ
の
人

　
　
も
と
よ
り
父
か
教
子
な
る
か
と
に
か
く
に
学
ひ
の
道
に
い
た

　
　
つ
く
か
お
む
か
し
く
ま
た
か
∫
る
た
く
ひ
の
書
と
も
∫
や
う

　
　
く
世
に
数
多
く
な
れ
る
は
学
ひ
の
道
の
あ
ま
ね
く
み
さ
か

　
　
り
に
な
り
ゆ
く
し
る
し
に
こ
そ
と
よ
ろ
こ
は
し
く
も
う
れ
し

　
　
く
も
う
ち
思
ふ
ま
∫
に
な
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
居
豊
穎

と
あ
り
、
芳
久
の
自
序
は
、

　
　
故
事
学
の
世
に
み
さ
か
り
に
な
り
ゆ
く
ま
∫
に
須
佐
男
之
命

　
　
の
八
雲
た
つ
の
御
歌
に
は
し
め
給
ひ
け
む
こ
と
の
葉
の
道
も

　
　
あ
ま
ね
く
大
八
嶋
の
外
ま
て
あ
ふ
き
し
ぬ
ふ
こ
と
∫
そ
な
れ

　
　
り
け
る
あ
は
れ
そ
の
雲
の
立
い
て
け
む
こ
れ
の
出
雲
国
の
神

　
　
代
の
こ
と
の
あ
と
ふ
る
き
名
所
と
も
誰
か
は
し
ぬ
は
さ
ら
む

　
　
そ
れ
し
ぬ
ふ
ら
む
遠
き
さ
か
ひ
の
人
々
の
た
め
か
つ
は
ま
な

　
　
ひ
の
た
つ
き
に
も
と
つ
き
て
集
め
た
る
此
歌
書
そ
な
ほ
い
や

　
　
つ
き
く
に
同
し
心
に
い
に
し
一
し
ぬ
は
む
こ
と
の
葉
も
か

　
　
も
と
こ
ひ
の
む
も
の
は
み
な
も
と
の
冨
永
芳
久

　
　
　
嘉
永
六
年
五
月

で
あ
る
。

　
歌
を
上
げ
終
っ
た
あ
と
に
「
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
乍
者
姓
名
」

が
あ
り
、
「
名
は
よ
み
に
か
∫
は
ら
ず
音
の
頭
字
を
も
て
わ
か
つ

初
編
に
出
た
る
は
名
と
苗
字
の
み
を
出
す
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、

名
前
の
並
べ
方
は
本
居
宣
長
の
「
あ
め
ふ
れ
は
ゐ
せ
き
を
こ
ゆ
る

み
つ
わ
け
て
や
す
く
も
ろ
ひ
と
お
り
た
ち
う
ゑ
し
む
ら
な
へ
そ
の

い
ね
よ
ま
ほ
に
さ
か
え
ぬ
」
と
い
う
四
十
七
言
歌
に
従
う
。
「
初

編
」
に
出
た
人
名
は
た
と
え
ば
「
フ
」
の
項
で
み
れ
ば
「
文
清

佐
草
」
で
あ
り
、
初
出
の
場
合
は
「
ハ
」
の
項
で
は
「
伴
雄

辞
　
長
沢
衛
門
」
と
い
う
ふ
う
に
在
所
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
「
富
永
大
人
著
述
書
目
」
と
し
て
「
書
璋
群
玉
堂
」
の
既

刻
、
未
刻
の
十
四
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
「
群
玉
堂
」
は
後
出
の
「
河

内
屋
茂
兵
衛
」
の
店
名
で
あ
り
、
「
初
編
」
以
外
に
も
『
丁
巳
出

雲
国
五
十
歌
撰
』
『
戊
午
出
雲
国
五
十
歌
撰
』
を
版
行
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
「
同
　
三
編
嗣
刻
」
と
し
て
「
此
国
の
名
所
を
よ
み
出

給
は
ん
玉
詠
且
御
見
聞
の
厨
に
て
も
国
所
御
姓
名
を
御
印
被
成
左

之
書
林
へ
送
り
被
下
候
は
∫
相
達
し
次
々
編
集
出
来
の
う
へ
上
梓

仕
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
「
二
編
」
は
「
初
編
」
と
同

じ
よ
う
に
応
募
歌
か
ら
選
ば
れ
た
と
思
し
い
が
、
後
述
す
る
よ
う

に
そ
う
で
も
な
い
も
の
も
か
な
り
多
い
。
な
お
、
「
三
編
」
は
編

ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
に
、
「
発
行
書
房
」
の
「
京
都
　
恵
美
須
屋
市
右
衛

門
／
。
江
戸
　
山
城
屋
佐
兵
衛
／
紀
州
若
山
　
坂
本
屋
大
二
郎
／
尾

州
名
古
屋
　
永
楽
屋
東
四
郎
／
。
濃
州
大
垣
　
茶
屋
源
蔵
／
奥
州
会



津
若
松
　
山
形
屋
三
右
衛
門
／
阿
州
徳
島
　
天
満
屋
武
兵
衛
／
播

州
姫
路
　
灰
屋
長
兵
衛
／
／
備
前
岡
山
　
片
上
屋
孫
兵
衛
／
芸
州
広

島
　
世
並
屋
伊
兵
衛
／
雲
州
松
江
　
尼
崎
屋
喜
三
右
工
門
／
同
杵

築
　
和
泉
屋
助
右
衛
門
／
肥
前
長
崎
　
原
田
惣
兵
衛
／
肥
後
熊
本

　
橘
屋
儀
助
／
長
州
萩
　
山
城
屋
彦
八
／
大
阪
心
斎
橋
筋
博
労
町

角
河
内
屋
茂
兵
衛
」
の
：
ハ
書
璋
が
上
げ
ら
れ
る
。
「
初
編
」

と
共
通
す
る
の
は
「
恵
美
須
屋
」
「
坂
本
屋
」
「
和
泉
屋
」
「
河
内

屋
」
の
四
書
摩
に
す
ぎ
な
い
。

　
因
み
に
、
出
雲
の
二
書
璋
は
嘉
永
三
、
四
年
成
立
の
『
近
世
名

所
歌
集
』
に
も
名
を
列
ね
て
い
る
。

二

　
こ
こ
で
は
和
歌
の
配
列
を
述
べ
よ
う
。

　
総
歌
数
は
長
歌
五
首
を
含
め
て
一
九
四
首
で
あ
る
。
「
初
編
」

に
倣
っ
て
、
有
賀
長
伯
編
『
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
に
よ
る
並
べ
方
に

従
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
『
秋
の
寝
覚
』
で
は
最
後
に
置
く
宮
や
杜

を
初
め
に
も
っ
て
き
、
次
い
で
、
山
、
峯
、
坂
、
路
、
玉
、
石
、

関
、
森
、
原
、
田
、
橋
、
海
、
浦
、
疾
、
潟
、
島
、
埼
、
淵
、
湖
、

滝
、
川
、
江
、
池
、
井
、
里
、
村
、
雑
と
あ
り
、
最
後
は
「
出
雲

国
」
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
玉
、
石
、
雑
は
独
自

の
も
の
で
あ
り
、
「
初
編
」
に
も
見
ら
れ
な
い
。
名
所
内
の
配
列

は
普
通
イ
ロ
ハ
順
で
あ
る
が
、
「
二
編
」
は
「
初
編
」
と
同
じ
く

前
述
の
宣
長
の
四
十
七
言
歌
の
順
で
あ
り
、
宮
や
杜
で
説
明
す
る

と
、
天
日
隅
宮
、
葦
原
杜
、
杵
築
杜
、
御
向
杜
、
湊
杜
、
三
穂
杜
、

須
我
宮
、
須
佐
杜
、
熊
野
宮
、
玉
鉾
杜
、
因
佐
杜
、
神
魂
宮
と
い

う
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。

三

　
「
二
編
」
に
採
り
上
げ
ら
れ
る
名
所
等
は
雑
や
出
雲
国
を
除
い

て
一
二
〇
箇
所
で
あ
る
。
多
く
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
簡
略
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。
『
出
雲
国
風
土

記
』
（
以
下
、
『
風
土
記
』
と
い
う
）
の
本
文
は
加
藤
義
成
『
校
注

出
雲
国
風
土
記
』
の
「
訓
注
篇
」
に
よ
り
、
ま
た
地
名
の
比
定
に

つ
い
て
も
大
い
に
参
考
に
し
た
。

　
天
目
隅
宮
　
　
『
風
土
記
』
楯
縫
郡
に
「
神
魂
命
詔
り
た
ま
ひ
し

　
　
　
　
　
　
と
た
る
あ
め
の
ひ
す
の

　
　
く
、
「
吾
が
十
足
天
日
栖
宮
の
縦
横
の
御
量
、
千
尋
袴
紺

　
　
持
ち
て
：
：
」
」
と
あ
る
「
十
足
天
日
栖
宮
」
は
天
つ
目
の

　
　
住
む
立
派
な
宮
殿
を
い
う
が
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
つ
　
く

　
　
「
汝
が
住
む
べ
き
天
目
隅
宮
は
、
今
供
造
り
ま
つ
ら
む
こ
と
、

　
　
即
ち
千
尋
の
椿
縄
を
以
て
」
と
あ
る
。

　
葦
原
杜
　
　
『
風
土
記
』
楯
縫
郡
に
見
え
、
今
の
平
田
市
西
郷
町

　
　
に
あ
る
。

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

三



杵
築
杜
　
既
出
（
「
初
編
」
に
見
え
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

　
じ
）
。
現
在
の
出
雲
大
杜
。

み
む
か
ひ

御
向
杜
　
『
風
土
記
』
出
雲
郡
に
見
え
、
杵
築
大
杜
の
摂
杜

　
の
大
神
大
后
（
須
勢
理
比
売
命
）
神
杜
。
千
家
俊
信
撰
『
出

　
雲
国
式
杜
考
』
（
以
下
、
『
式
杜
考
』
と
い
う
）
に
「
大
杜
の

　
玉
垣
の
外
瑞
饒
の
内
に
あ
り
今
も
御
向
杜
と
称
す
」
と
あ
る
。

湊
杜
　
　
『
風
土
記
』
出
雲
郡
に
見
え
る
「
支
豆
支
杜
」
か
。
簸

　
川
郡
大
杜
町
神
門
川
口
に
あ
り
櫛
八
玉
の
命
を
祀
る
。

三
穂
杜
　
既
出
。
現
在
の
美
保
神
杜
。

須
我
宮
　
　
「
素
我
宮
」
と
し
て
既
出
。
現
在
の
須
賀
神
杜
。

須
佐
杜
　
『
風
土
記
』
飯
石
郡
に
見
え
、
簸
川
郡
佐
田
町
宮
内

　
に
あ
る
。
『
式
杜
考
』
に
「
信
比
古
（
注
、
岩
政
信
比
古
）

　
云
須
佐
之
男
命
の
杜
は
出
雲
国
内
に
も
余
国
に
も
数
多
あ
め

　
れ
ど
真
乃
本
ツ
御
杜
は
此
杜
に
ぞ
有
け
る
」
と
す
る
。

熊
野
宮
　
既
出
。
現
在
の
熊
野
大
杜
。

玉
鉾
杜
　
こ
れ
を
詠
む
二
一
番
（
以
下
、
歌
番
号
は
私
に
付
す
）

　
の
詞
書
に
「
出
雲
大
神
宮
に
詣
け
る
時
梅
舎
翁
（
注
、
千
家

　
俊
信
）
の
も
と
に
ま
ゐ
り
け
る
に
桜
根
大
人
（
注
、
不
明
）

　
を
か
こ
ひ
の
中
に
玉
鉾
杜
と
て
ま
つ
り
給
ふ
」
と
あ
る
。

因
佐
杜
　
『
風
土
記
』
出
雲
郡
に
「
伊
奈
佐
乃
杜
」
、
『
式
杜
考
』

　
に
「
杵
築
の
内
稲
佐
に
あ
り
」
と
見
え
る
。
現
在
の
大
杜
町

　
稲
佐
浜
に
あ
る
。

神
魂
宮
　
「
大
庭
宮
」
と
し
て
既
出
。
現
在
の
松
江
市
大
庭
町

　
　
　
　
か
も
す

　
に
あ
る
神
魂
神
杜
。

次
は
「
山
」
の
二
一
箇
所
で
あ
る
。

朝
目
山
　
現
在
の
松
江
市
東
長
江
町
に
あ
る
同
名
の
山
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
き
へ
わ
な
さ
ひ
こ
の

松
岡
山
　
　
『
風
土
記
』
大
原
郡
に
「
阿
波
枳
閉
委
奈
佐
比
古

　
み
こ
と

　
命
の
曳
き
来
て
居
ゑ
ま
し
し
船
、
即
ち
此
の
山
是
れ
な
り
。

　
故
、
船
岡
と
云
ふ
」
と
見
え
、
現
在
の
大
原
郡
大
東
町
北

　
村
に
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
き
み
た
け
の
や
ま

布
自
枳
美
山
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
「
布
自
枳
美
高
山
－

　
…
高
さ
二
百
七
十
丈
、
周
り
一
十
里
な
り
。
堆
」
と
見
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け

　
現
在
の
松
江
市
上
東
川
津
町
の
嵩
山
の
こ
と
。

小
倉
山
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
松
江
市
東
持
田
町
の

　
大
平
山
の
こ
と
。

琴
引
山
　
既
出
。
現
在
の
飯
石
郡
頓
原
町
に
あ
る
。

鶴
山
　
『
は
な
の
し
つ
枝
』
政
に
「
天
の
下
に
た
く
ひ
な
き
出

　
雲
の
大
宮
の
西
ひ
む
か
し
に
そ
ひ
え
た
る
鶴
亀
の
二
山
に
さ

　
き
い
て
け
む
言
葉
の
花
」
と
あ
る
鶴
山
か
。
神
宮
文
庫
蔵
『
出

　
雲
国
名
所
集
』
に
「
鶴
山
　
言
大
杜
西
千
家
第
宅
後
山
」
と

　
見
え
、
両
者
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

月
山
　
既
出
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
こ



　
れ
を
詠
む
三
九
番
の
詞
書
「
お
の
か
遠
祖
重
吉
は
尼
子
義
久

　
朝
臣
に
し
た
か
ひ
て
月
山
の
城
に
さ
ふ
ら
ひ
し
ゆ
か
り
の
あ

　
り
け
れ
は
そ
の
山
に
登
り
て
よ
め
る
晋
の
中
に
」
に
拠
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
っ
さ
ん

　
現
在
の
能
義
郡
広
瀬
町
に
あ
る
月
山
の
こ
と
。

鳥
上
山
　
既
出
。
現
在
の
仁
多
郡
横
田
町
に
あ
る
船
通
山
の
こ

　
と
。

鳶
城
山
　
こ
れ
を
詠
む
四
一
番
の
詞
書
に
「
遠
祖
の
こ
も
り
け

　
る
鳶
か
城
山
に
の
ほ
り
て
古
し
の
ふ
を
り
し
も
夕
立
の
ふ
り

　
げ
れ
は
」
と
見
え
、
現
在
の
出
雲
市
東
林
木
町
に
あ
る
鳶
が

　
　
　
　
　
　
　
た
ぶ
し

　
巣
城
の
あ
っ
た
旅
伏
山
あ
た
り
を
い
う
か
。

大
倉
山
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
本
庄

　
町
北
方
の
枕
木
山
の
こ
と
。

多
知
久
恵
山
　
現
在
の
出
雲
市
乙
立
町
の
立
久
恵
峡
の
山
か
。

宇
迦
山
　
既
出
。
旅
伏
山
か
ら
目
御
碕
ま
で
の
山
な
み
を
い
う
。

し
ら
が

白
鹿
山
　
現
在
の
松
江
市
法
吉
町
に
あ
る
同
名
の
山
か
。
山

　
頂
の
白
鹿
城
は
戦
国
期
の
山
城
。

牟
志
山
　
本
集
と
合
綴
さ
れ
て
い
る
『
出
雲
国
名
所
集
』
（
以

　
下
、
『
名
所
集
』
と
い
う
）
に
見
え
る
が
、
不
明
。

長
江
山
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
能
義
郡
伯
太

　
町
南
境
の
永
江
山
の
こ
と
。

麻
ホ
曽
山
　
『
名
所
集
』
に
見
え
る
が
、
不
明
。

馬
見
山
　
　
『
風
土
記
』
峰
に
「
馬
見
峰
」
と
見
え
る
。
こ
れ
を

　
詠
む
五
二
番
の
歌
題
は
「
峰
火
」
と
あ
り
、
現
在
の
大
杜
町

　
の
壷
背
山
と
さ
れ
る
。

枕
木
山
　
既
出
。
現
在
の
松
江
市
本
庄
町
北
方
。

星
上
山
　
現
在
の
八
東
郡
東
出
雲
町
に
同
名
の
山
が
あ
る
。

亀
山
　
『
は
な
の
し
つ
枝
』
政
（
既
出
。
「
鶴
山
」
項
）
に
見

　
え
る
亀
山
か
。
神
宮
文
庫
蔵
『
出
雲
国
名
所
集
』
に
「
大
杜

　
ノ
東
千
家
第
宅
後
山
」
と
あ
り
、
両
者
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。

「
峯
」
は
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

鳥
上
峯
　
既
出
。
鳥
上
山
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。

「
坂
」
は
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。

雲
見
坂
　
現
在
の
平
田
市
多
久
町
に
あ
る
大
船
山
の
西
北
方
に

　
雲
見
峠
が
あ
り
、
こ
れ
の
こ
と
か
。

伊
賦
夜
坂
　
『
古
事
記
』
に
見
え
る
（
次
項
）
。
『
田
簑
の
日
記
』

　
②
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
八
月
八
日
条
に
「
世
人
大
庭
と
熊

　
野
と
の
間
に
あ
る
。
切
通
し
と
い
ふ
所
を
。
伊
賦
屋
坂
と
い
へ

　
れ
ど
。
揖
夜
よ
り
切
通
し
ま
で
ハ
。
二
里
あ
ま
り
三
里
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
ロ

　
も
あ
り
。
伊
賦
屋
坂
と
あ
る
か
ら
ハ
。
揖
夜
の
土
地
に
こ
そ
あ

　
る
べ
く
思
は
る
れ
」
と
見
え
る
。
『
風
土
記
』
意
宇
郡
の
杜
名
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
や

　
「
伊
布
夜
杜
」
が
あ
る
。
現
在
の
八
束
郡
東
出
雲
町
揖
屋
あ
た

　
り
で
あ
る
。

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

五



■、

黄
泉
比
良
坂
　
『
古
事
記
』
神
代
巻
に
「
其
の
謂
は
ゆ
る
黄
泉

　
比
良
坂
は
、
今
、
出
雲
国
の
伊
賦
夜
坂
と
謂
ふ
」
と
あ
る
。

「
路
」
は
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

出
雲
路
　
特
定
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
。

次
は
異
色
の
三
つ
で
あ
る
。

御
祈
玉
　
こ
れ
を
詠
む
六
四
番
に
「
神
代
よ
り
代
々
に
出
雲
の

　
み
ほ
き
玉
今
の
を
つ
∫
に
見
る
か
む
か
し
さ
」
、
詞
書
は
「
湯

　
の
山
の
青
石
に
吾
こ
ひ
け
る
に
」
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
入
る

　
宣
長
の
『
鈴
屋
集
』
九
に
「
出
雲
国
意
宇
郡
の
湯
の
山
の
青

　
石
に
歌
こ
ひ
け
る
に
よ
み
て
あ
た
ふ
此
石
は
い
に
し
へ
か
の

　
国
よ
り
玉
に
つ
く
り
て
奉
り
し
石
な
り
湯
の
山
は
式
に
意
宇

　
郡
玉
作
湯
神
杜
と
あ
る
山
な
り
」
と
詞
書
に
あ
る
。

猪
像
石
　
　
『
名
所
集
』
に
「
シ
・
カ
タ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
こ

　
れ
を
詠
む
六
七
番
の
詞
書
に
「
猪
犬
石
像
の
う
た
」
と
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た

　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
「
猪
を
追
ひ
し
犬
の
像
…
…
其
の

　
形
石
と
な
り
て
、
猪
と
犬
と
に
異
な
る
こ
と
な
し
。
今
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
し
ち

　
り
て
も
猶
あ
り
。
故
、
宍
道
と
云
ふ
」
と
見
え
る
の
を
い

　
う
の
で
あ
ろ
う
。

要
石
　
こ
れ
を
詠
む
六
八
番
の
詞
書
に
「
国
留
に
て
」
と
あ
り
、

　
現
在
の
平
田
市
国
富
町
で
あ
ろ
う
。
『
風
土
記
』
楯
縫
郡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ね

　
「
神
名
樋
山
－
－
鬼
の
西
に
石
神
あ
り
。
高
さ
一
丈
、
周

　
り
一
丈
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
大
船
山
に
あ
る
烏
帽
子
岩
を
い

　
う
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
の
こ
と
か
。

次
は
「
関
」
で
あ
る
。

手
問
関
　
既
出
。
現
在
の
能
義
郡
伯
太
町
に
あ
る
。

戸
江
関
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
「
伯
者
の
国
郡
の
内
な
る
夜

　
見
島
と
相
向
か
は
ん
と
す
る
問
な
り
」
と
見
え
、
中
海
に
面

．
す
る
現
在
の
八
束
郡
美
保
関
町
森
山
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。

次
は
「
森
」
で
あ
る
。

出
雲
森
　
既
出
で
あ
る
が
、
不
明
。

保
乃
加
森
　
既
出
。
現
在
の
出
雲
市
所
原
町
の
富
能
加
神
杜
の

　
森
か
、
能
義
郡
伯
太
町
の
同
名
の
森
を
い
う
か
不
明
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
そ
　
う

佐
々
布
森
　
現
在
の
八
束
郡
宍
道
町
佐
々
布
に
あ
る
森
で
あ
ろ

　
う
。「

原
」
は
一
箇
所
で
あ
る
。

園
松
原
　
『
風
土
記
』
神
門
郡
に
「
水
海
（
注
、
現
在
の
神
西

　
湖
を
含
み
、
そ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
湖
）
と
大
海
（
注
、
目

　
本
海
）
と
の
間
に
山
あ
り
。
…
…
今
俗
人
、
号
け
て
薗
松
山

　
と
云
ふ
」
と
見
え
る
。
現
在
の
出
雲
市
西
園
に
あ
る
薗
の
長

　
浜
で
あ
る
。

「
田
」
は
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

杵
築
田
　
特
定
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
。



「
橋
」
も
一
箇
所
で
あ
る
。

祓
橋
　
特
定
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
。

「
海
」
は
三
箇
所
で
あ
る
。

杵
築
海
　
こ
れ
を
詠
む
七
九
番
に
「
杵
築
海
秋
に
し
な
れ
は
釣

　
す
と
て
這
田
黒
田
の
う
ら
な
れ
に
け
り
」
と
見
え
、
「
這
田
」

　
は
現
在
の
大
杜
町
に
あ
る
「
這
田
浜
」
を
い
う
と
思
わ
れ
る

　
の
で
、
こ
れ
は
特
に
大
杜
町
あ
た
り
の
目
本
海
を
指
す
の
で

　
あ
ろ
う
。

妖
宇
海
　
既
出
。
中
海
又
は
宍
道
湖
で
あ
ろ
う
。

出
雲
海
　
こ
れ
を
詠
む
八
二
番
の
詞
書
に
「
出
雲
大
神
宮
に
ま

　
う
て
け
る
時
伯
者
国
二
部
峠
と
い
ふ
を
越
え
け
る
に
こ
⊥
に

　
て
は
し
め
て
海
の
み
ゆ
る
を
と
へ
は
出
雲
の
海
な
り
と
い
ふ

　
に
」
と
あ
り
、
二
部
峠
か
ら
見
え
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
中

　
海
か
。

次
は
「
浦
」
で
あ
る
。

三
穂
浦
　
　
「
初
編
」
に
「
三
穂
関
」
と
見
え
、
そ
の
あ
た
り
で

　
あ
ろ
う
。
現
在
の
八
束
郡
美
保
関
町
。

久
毛
等
浦
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町

　
雲
津
浦
で
あ
る
。

意
宇
浦
　
　
「
妖
宇
浦
」
と
し
て
既
出
（
八
束
郡
東
出
雲
町
意
東

　
付
近
の
中
海
と
し
た
－
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
詠
む
八
七
番
に

　
「
風
き
ほ
ふ
布
自
奈
の
山
や
し
く
る
ら
ん
お
う
の
う
ら
波
た

　
ち
さ
わ
く
な
り
」
と
見
え
、
「
布
自
奈
の
山
」
は
現
在
の
八

　
束
郡
玉
湯
町
布
志
名
あ
た
り
の
山
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
「
意

　
宇
浦
」
は
宍
道
湖
で
あ
ろ
う
。

恵
曇
浦
　
『
名
所
集
』
に
見
え
な
い
。
『
風
土
記
』
秋
鹿
郡
に

　
「
恵
曇
浜
」
と
あ
り
、
現
在
の
八
束
郡
鹿
島
町
あ
た
り
の
日

　
本
海
を
い
う
か
。

袖
師
浦
既
出
。
中
海
か
ら
宍
道
湖
一
帯
の
浦
で
あ
ろ
う
。

出
雲
浦
　
既
出
。
島
根
半
島
西
端
の
海
岸
あ
た
り
か
と
し
て
お

　
い
た
が
、
島
根
県
立
図
書
館
蔵
『
出
雲
名
寄
大
概
』
に
「
自

　
大
杜
一
鳥
居
八
町
許
西
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
稲
佐

　
浜
で
あ
ろ
う
。

錦
浦
　
既
出
。
現
在
の
安
来
市
赤
江
町
付
近
の
中
海
、
あ
る
い

　
は
八
束
郡
島
根
町
加
賀
あ
た
り
を
い
う
。

佐
太
浦
　
　
『
出
雲
名
寄
大
概
』
に
「
秋
鹿
郡
俗
浜
佐
陀
ト
云
所

　
古
ハ
潮
水
今
ハ
湖
水
也
」
と
あ
り
、
現
在
の
松
江
市
西
浜
佐

　
陀
町
あ
た
り
の
宍
道
湖
北
岸
で
あ
る
。

佐
須
美
浦
　
　
『
名
所
集
』
に
も
見
え
ず
、
不
明
。

「
浜
」
は
八
箇
所
上
が
る
。

葦
浦
浜
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
美
保

　
関
町
笠
浦
で
あ
る
。

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

七



二
俣
浜
　
　
『
風
土
記
』
出
雲
郡
に
見
え
、
現
在
の
大
杜
町
日
御

　
碕
に
あ
る
。

御
埼
浜
　
　
『
風
土
記
』
出
雲
郡
に
「
御
前
浜
」
と
見
え
、
こ
れ

　
の
こ
と
か
。
日
御
碕
神
杜
の
杜
前
の
浜
を
い
う
。

高
浜
　
明
確
で
は
な
い
。
『
島
根
県
の
地
名
』
に
よ
れ
ば
、
海

　
辺
で
は
な
い
が
、
出
雲
大
杜
の
殺
生
禁
断
の
領
域
と
し
て
「
巽

　
者
高
浜
」
と
あ
り
、
今
地
名
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
現
在
の

　
大
杜
町
浜
山
公
園
の
南
部
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

玉
結
浜
　
『
名
所
集
』
に
「
タ
マ
ユ
ヒ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
『
風

　
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
玉
江
浦
の
こ
と
。

千
酌
浜
　
既
出
。
現
在
の
美
保
関
町
千
酌
に
あ
る
。

園
長
浜
　
既
出
。
現
在
の
出
雲
市
長
浜
海
岸
の
こ
と
。

五
十
狭
々
之
小
浜
　
既
出
。
『
式
杜
考
』
に
「
今
の
杵
築
の
地

　
を
五
十
狭
々
之
小
浜
と
も
…
－
い
ひ
し
な
り
」
と
あ
る
。

「
潟
」
は
一
箇
所
で
あ
る
。

出
雲
潟
　
既
出
。
前
出
「
出
雲
浦
」
と
同
じ
か
。

「
島
」
は
二
二
箇
所
上
が
る
。

松
嶋
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
片
島

　
西
北
方
に
あ
る
。

衣
島
　
既
出
。
現
在
の
美
保
関
町
菅
浦
湾
内
の
島
。

子
嶋
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
安
来
市
の
中
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
に
あ
る
島
か
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
詠
む
一
一

　
三
番
に
「
昔
誰
お
ふ
し
た
て
∫
か
出
雲
潟
子
島
と
名
に
は
よ

　
ひ
は
し
め
け
ん
」
と
あ
っ
て
子
嶋
と
出
雲
潟
が
関
係
す
る
よ

　
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
出
雲
潟
が
神
門
郡
で
あ
り
、
子

　
嶋
が
意
宇
郡
と
い
う
の
は
い
か
に
も
不
審
で
あ
る
。

鶴
島
　
既
出
。
現
在
の
八
束
郡
島
根
町
沖
泊
港
北
方
の
島
。

附
嶋
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
島
根
町
野
井
北

　
方
の
築
島
の
こ
と
。

櫛
嶋
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
島
根
町

　
加
賀
の
桂
島
東
方
に
あ
る
。

黒
島
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
美
保
関
町
七
類
湾
西
方

　
若
松
鼻
北
方
の
大
黒
島
。

姫
嶋
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
「
比
売
島
」
と
し
て
見
え
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
め

　
在
の
美
保
関
町
法
田
湾
に
あ
る
松
島
北
方
の
市
目
島
の
こ

　
と
。

砥
神
島
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
安
来
市
安
来

　
町
の
十
神
山
の
こ
と
。

畳
嶋
　
『
名
所
集
』
に
も
見
え
な
い
。
こ
れ
を
詠
む
一
二
一
番

　
の
詞
書
に
「
い
な
さ
の
浦
に
せ
う
え
う
し
て
」
と
あ
り
、
現

　
在
の
大
杜
町
稲
佐
浜
に
あ
る
島
か
。

稲
積
島
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
北



　
浦
の
稲
積
湾
内
の
真
島
の
こ
と
。

蚊
嶋
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
「
野
代
の
海
の
中
に
蚊
島
あ
り
」

　
と
見
え
、
宍
道
湖
に
あ
る
嫁
ヶ
島
の
こ
と
。

亀
島
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
笠
浦

　
北
方
の
サ
ザ
エ
島
の
こ
と
。

次
は
「
埼
」
で
あ
る
。

三
穂
埼
　
既
出
。
現
在
の
美
保
関
町
の
島
根
半
島
東
端
の
地
蔵

　
崎
の
こ
と
。
こ
れ
を
詠
む
一
二
八
番
の
詞
書
に
「
京
よ
り
帰

　
り
け
る
時
伯
者
国
二
部
峠
と
い
ふ
所
に
て
や
す
ら
ひ
け
る
に

北
の
か
た
海
の
お
も
て
う
ら
く
と
な
き
て
隠
岐
国
三
驚

な
と
は
る
く
と
見
わ
た
さ
る
一
と
あ
る
。

栗
江
埼
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
森

　
山
の
横
田
神
杜
南
方
の
岡
鼻
で
あ
ろ
う
。

毘
売
埼
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
安
来
市
姫
崎

　
町
付
近
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
さ
ふ
の

佐
雑
埼
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
「
出
雲
郡
の
堺
な
る
佐
雑

　
さ
き

　
埼
」
と
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
宍
道
町
の
佐
々
布
と
伊
志

　
見
と
の
境
の
出
鼻
の
こ
と
。

勝
問
埼
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
美
保
関
町
片

　
江
湾
西
方
の
岬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
け
ど

加
賀
神
埼
　
既
出
。
現
在
の
島
根
町
加
賀
の
潜
戸
鼻
の
こ
と
。

　
『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

「
淵
」
は
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

止
屋
淵
　
『
名
所
集
』
に
「
ヤ
ム
ヤ
ノ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
『
風

　
土
記
』
神
門
郡
に
「
塩
冶
郷
…
－
塩
冶
砒
古
能
命
坐
し
き
。

　
故
、
止
屋
と
云
ふ
」
と
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
に

　
「
止
屋
の
渕
に
多
に
姜
生
ひ
た
り
」
と
見
え
る
。
「
塩
冶
郷
」

　
は
今
の
出
雲
市
大
津
町
塩
冶
町
あ
た
り
を
い
う
が
、
止
屋
淵

　
は
ど
の
あ
た
り
か
明
確
で
は
な
い
。

「
湖
」
は
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

宍
道
湖
　
松
江
市
に
あ
る
。

「
滝
」
も
次
の
一
箇
所
で
あ
る
。

松
笠
滝
　
　
『
名
所
集
』
に
見
え
る
が
、
不
明
。
現
在
の
飯
石
郡

　
掛
合
町
松
笠
に
あ
る
竜
頭
が
滝
を
い
う
か
。

「
川
」
は
次
の
一
一
箇
所
で
あ
る
。

貴
松
川
　
『
名
所
集
』
に
見
え
る
が
、
不
明
。

来
待
川
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
宍
道

　
町
を
流
れ
る
。

山
国
川
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
安
来
市
等
を

　
流
れ
る
吉
田
川
の
こ
と
。

肥
川
　
既
出
。
斐
伊
川
で
あ
ろ
う
。

冨
田
川
　
　
『
名
所
集
』
に
「
ト
ダ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
こ
れ
を

　
詠
む
一
四
五
番
に
「
久
か
た
の
月
山
お
ろ
し
音
さ
え
て
冨
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



一
〇

　
の
川
水
薄
氷
せ
り
」
と
あ
り
、
「
月
山
」
か
ら
し
て
現
在
の

　
安
来
市
等
を
流
れ
る
飯
梨
川
の
下
流
の
呼
び
名
で
あ
ろ
う
。

大
鳥
川
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
本
庄

　
町
を
流
れ
る
無
名
の
小
川
で
あ
る
。

宇
迦
川
　
『
風
土
記
』
楯
縫
郡
に
見
え
、
現
在
の
平
田
市
を
流

　
れ
る
宇
賀
川
の
こ
と
。

宍
道
川
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
宍
道

　
町
を
流
れ
る
佐
々
布
川
の
こ
と
。

野
代
川
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
乃
木

　
町
を
流
れ
る
野
白
川
の
こ
と
。

出
雲
川
　
既
出
。
斐
伊
川
で
あ
ろ
う
。

桜
川
　
　
『
名
所
集
』
に
見
え
る
が
、
不
明
。

「
江
」
は
「
松
江
」
の
一
箇
所
で
あ
り
、
省
略
す
る
。

「
池
」
は
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。

張
田
池
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
生
馬

　
町
半
田
池
の
こ
と
。

津
間
抜
池
　
『
名
所
集
』
に
「
ツ
マ
ヌ
キ
ノ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。

　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
浜
乃
木
町
字

　
ツ
バ
に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

佐
久
羅
池
　
既
出
。
現
在
の
八
束
郡
鹿
島
町
佐
陀
本
郷
の
北
西

　
に
あ
っ
た
池
。

「
井
」
は
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

出
雲
井
　
　
『
名
所
集
』
に
見
え
る
が
、
不
明
。

真
名
井
　
既
出
。
松
江
市
の
真
名
井
杜
の
近
く
で
あ
ろ
う
と
し

　
て
い
た
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
出
雲
国
名
所
集
』
に
「
北
島
第

　
宅
東
亀
山
麓
」
と
あ
り
、
出
雲
大
杜
の
所
で
あ
る
。

「
里
」
は
一
〇
箇
所
で
あ
る
。

阿
用
里
　
『
風
土
記
』
大
原
郡
に
「
古
老
の
伝
へ
に
云
へ
ら
く
、

　
昔
、
或
る
人
、
此
の
処
の
山
田
を
佃
り
て
守
り
き
。
爾
の
時
、

　
目
一
つ
の
鬼
来
て
、
佃
人
の
男
を
食
へ
り
。
爾
の
時
、
男
の

　
父
母
、
竹
原
の
中
に
隠
り
て
居
り
き
。
時
に
竹
の
葉
動
げ
り

　
　
…
」
と
見
え
、
こ
れ
を
詠
む
一
六
七
番
も
「
里
竹
」
と
し

　
て
「
夕
風
に
竹
の
葉
そ
よ
く
あ
よ
の
里
昔
を
し
の
ふ
ふ
し
と

　
な
り
け
り
」
と
竹
に
因
む
。
現
在
の
大
原
郡
大
東
町
西
阿
用
、

　
上
下
久
野
を
含
む
地
区
を
い
う
。

拝
志
里
　
『
名
所
集
』
に
「
ハ
ヤ
シ
ノ
」
と
ル
ビ
を
付
す
。
『
風

　
土
記
』
意
宇
郡
に
見
え
、
現
在
の
八
束
郡
玉
湯
町
、
宍
道
町

　
を
含
む
地
区
を
い
う
。

杵
築
里
　
既
出
。
現
在
の
大
杜
町
付
近
を
い
う
。

安
来
里
　
既
出
。
現
在
の
安
来
市
安
来
町
、
島
田
町
付
近
を
い

　
う
。

山
口
里
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
西
川



　
　
津
町
付
近
を
い
う
。

　
口
宇
迦
里
　
　
『
名
所
集
』
に
「
宇
賀
里
」
な
ら
ば
見
え
、
『
風

　
　
土
記
』
出
雲
郡
に
「
宇
賀
郷
」
が
あ
る
。
現
在
、
平
田
市
に

　
　
口
宇
賀
町
が
存
す
る
。

　
広
瀬
里
　
　
『
名
所
集
』
に
も
見
え
な
い
。
こ
れ
を
詠
む
一
七
七

　
　
番
に
「
勝
目
山
」
（
現
在
の
月
山
）
が
あ
る
の
で
、
現
在
の

　
　
能
義
郡
広
瀬
町
を
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ク
サ
ノ

　
大
草
里
　
『
名
所
集
』
に
「
大
艸
里
」
と
見
え
る
。
現
在
の

　
　
松
江
市
佐
草
町
、
大
草
町
付
近
を
い
う
。

　
白
潟
里
　
　
『
名
所
集
』
に
も
見
え
な
い
。
こ
れ
を
詠
む
一
七
九

　
　
番
に
「
雪
の
降
け
る
目
松
江
に
あ
り
て
」
の
詞
書
で
「
か
き

　
　
く
ら
し
大
橋
か
け
て
降
雪
に
つ
∫
く
軒
端
も
し
ら
か
た
の

　
　
里
」
と
あ
り
、
現
在
の
松
江
市
白
潟
本
町
付
近
を
い
う
か
。

　
法
吉
里
　
　
『
風
土
記
』
島
根
郡
に
見
え
、
現
在
の
松
江
市
法
吉

　
　
町
、
春
日
町
付
近
を
い
う
。

　
山
田
村
　
　
『
風
土
記
』
意
宇
郡
に
「
来
待
川
…
・
－
西
に
流
れ
て

　
　
山
田
村
に
至
り
」
と
見
え
、
こ
れ
を
詠
む
一
八
一
番
に
「
旅

　
　
人
の
来
待
を
過
て
足
引
の
山
田
の
村
に
花
を
み
る
か
な
」
と

　
　
あ
る
。
現
在
の
八
束
郡
宍
道
町
菅
原
で
あ
る
。

　
こ
の
あ
と
「
雑
」
が
一
〇
首
あ
る
が
、
特
定
の
地
名
を
詠
み
込

む
も
の
が
な
い
の
で
省
略
に
従
う
。
そ
し
て
最
後
は
「
出
雲
国
」

三
首
が
上
が
る
。

　
次
に
歌
人
た
ち
を
紹
介
し
よ
う
。
い
ず
れ
も
近
世
の
人
で
あ
る
。

「
初
編
」
に
見
ら
れ
た
人
も
か
な
り
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
「
既

出
」
と
し
て
簡
単
に
述
べ
る
。
初
出
の
歌
人
に
つ
い
て
は
、
『
和

学
者
総
覧
』
の
ほ
か
、
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
、
『
出
雲
国
名
所

歌
集
二
編
乍
者
姓
名
』
、
『
鰻
玉
集
作
者
姓
名
録
』
、
『
鴨
川
集
姓
名

録
』
、
『
近
世
名
所
歌
集
姓
名
録
』
、
『
は
な
の
し
つ
枝
作
者
姓
名
録
』

に
よ
り
適
宜
取
り
上
げ
る
。
本
居
宣
長
、
小
沢
芦
庵
、
加
藤
千
蔭
、

香
川
景
樹
、
賀
茂
真
淵
、
加
納
諸
平
ら
著
名
な
人
物
は
省
略
に
従

う
。
な
お
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
は
『
和
学
者
総
覧
』
に
見
ら
れ
な
い
こ

と
を
示
す
。

　
ま
ず
、
「
宮
」
「
杜
」
か
ら
一
七
人
を
上
げ
よ
う
。

　
出
雲
俊
信
宿
禰
　
既
出
。
千
家
。
出
雲
国
造
。
宣
長
の
鈴
屋
派

　
　
を
出
雲
に
導
き
入
れ
る
。

　
出
雲
尊
澄
宿
禰
　
既
出
。
千
家
。
出
雲
国
造
。
宣
長
、
俊
信
を

　
　
師
と
す
る
。

　
出
雲
脩
孝
宿
禰
　
姓
は
北
島
。
全
孝
男
。
出
雲
国
造
。

　
国
造
尊
孫
宿
禰
　
既
出
。
千
家
。
俊
言
を
師
と
す
る
。

　
鈴
木
高
靹
　
周
防
国
防
府
。
松
崎
天
満
宮
祠
官
。
足
代
弘
訓
を

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て



二

　
師
と
す
る
。

足
羽
美
生
　
出
雲
国
松
江
。
松
江
藩
士
。
嶋
重
老
、
森
為
泰
ら

　
を
師
と
す
る
。

赤
塚
澄
景
　
出
雲
国
杵
築
。
出
雲
大
杜
上
官
。
尊
孫
、
尊
澄
ら

　
を
師
と
す
る
。

富
永
芳
久
　
既
出
。
出
雲
大
杜
神
官
。

田
村
溝
年
　
周
防
国
佐
賀
神
主
。
通
称
安
芸
◎
出
雲
介
と
称
す
。

石
塚
龍
麿
　
遠
江
国
敷
智
郡
細
田
。
万
葉
仮
名
の
研
究
で
著
名
。

　
宣
長
、
内
山
真
龍
を
師
と
す
る
。

高
橋
中
行
　
松
江
藩
。
重
老
、
尊
孫
を
師
と
す
る
。

森
直
里
　
駿
河
国
府
中
。
本
屠
春
庭
を
師
と
す
る
。

衣
川
長
秋
　
既
出
。
鳥
取
藩
国
学
教
授
。
春
庭
を
師
と
す
る
。

松
井
佳
敷
　
杵
築
。
商
人
。
尊
澄
を
師
と
す
る
。

森
為
泰
　
既
出
。
松
江
藩
皇
学
館
歌
学
訓
導
。
中
村
守
臣
、
尊

　
孫
を
師
と
す
る
。

小
栗
広
伴
　
遠
江
国
浜
名
郡
石
原
。
龍
麿
、
本
居
大
平
を
師
と

　
す
る
。
龍
麿
の
家
集
『
損
舎
歌
集
』
を
編
す
る
。

枝
本
茂
久
　
松
江
藩
士
。
重
老
、
芳
久
を
師
と
す
る
◎

次
に
「
山
」
の
歌
人
は
二
一
人
を
上
げ
る
。

細
木
良
郷
　
出
雲
国
楯
縫
郡
口
宇
迦
。
農
民
。
尊
澄
、
芳
久
を

　
師
と
す
る
。

寺
田
大
貫

小
泉
真
種

水
谷
嚢
彦

横
山
永
福

市
岡
猛
彦

堀
延
年

金
築
春
久

　
松
江
。
重
老
、
芳
久
を
師
と
す
る
。

　
既
出
。
松
江
家
士
。
俊
信
を
師
と
す
る
。

　
松
江
藩
士
。
鎭
正
軒
。
俊
信
を
師
と
す
る
。

　
松
江
藩
士
。
尊
孫
を
師
と
す
る
。

　
既
出
。
尾
張
藩
士
。
宣
長
、
春
庭
を
師
と
す
る
。

播
磨
国
揖
西
郡
日
飼
。
姫
路
在
住
。

　
楯
縫
郡
国
富
杜
司
。
重
老
、
守
臣
を
師
と
し
、
後

　
に
鈴
木
膜
に
学
ぶ
。

坪
内
昌
成
　
出
雲
大
杜
禰
宜
。
俊
言
を
師
と
す
る
。
三
九
番
に

　
よ
れ
ば
、
昌
成
の
遠
祖
坪
内
重
吉
は
尼
子
義
久
の
家
臣
で
あ

　
っ
た
。

神
宗
定
　
豊
前
国
築
城
郡
赤
幡
八
幡
杜
司
。

坪
内
忠
臣
　
昌
成
男
。
大
杜
教
中
講
義
。
尊
孫
を
師
と
す
る
。

外
山
正
樹
松
江
藩
士
。
尊
孫
、
守
臣
を
師
と
す
る
。

小
川
保
梨
　
　
『
鴨
川
集
』
に
「
小
川
保
隣
」
が
い
る
。
『
名
家

　
伝
記
資
料
集
成
』
は
「
保
隣
」
で
上
げ
て
「
松
江
藩
」
と
し
、

　
ま
た
「
保
梨
」
も
上
げ
て
「
保
隣
と
同
人
カ
」
と
す
る
。

本
居
内
遠
　
既
出
。
紀
伊
藩
士
。
大
平
養
子
。

竹
並
諸
樹
　
出
雲
大
杜
禰
宜
。
尊
澄
を
師
と
す
る
。

大
瀧
光
賢
　
出
羽
国
田
川
郡
大
山
町
。
酒
造
業
。
四
九
番
の
詞

　
書
に
「
鈴
木
重
胤
四
十
賀
に
寄
国
祝
」
と
あ
り
、
重
胤
を
師



　
と
す
る
。

山
田
靹
臣
　
周
防
国
都
濃
郡
戸
田
。
鈴
木
直
通
を
師
と
す
る
。

　
『
和
学
者
総
覧
』
は
「
靱
臣
」
と
し
て
上
げ
る
。

吉
見
吉
雄
松
江
藩
士
。
重
老
を
師
と
す
る
。

原
田
年
彦
　
周
防
国
矢
地
。
『
和
学
者
総
覧
』
に
「
周
防
都
濃

　
郡
。
徳
山
藩
に
仕
」
と
見
え
る
原
田
年
実
と
関
係
が
あ
る
だ

　
ろ
う
。

幡
垣
鳥
雲
　
松
江
阿
羅
和
井
神
杜
神
官
。
文
化
年
間
の
人
。
澄

　
月
、
慈
延
を
師
と
す
る
。

北
嶋
善
子
君
　
出
雲
国
造
全
孝
の
北
の
方
。

「
峯
」
は
一
人
を
上
げ
る
。

佐
伯
敬
信
　
周
防
国
防
府
。
右
田
神
杜
祠
官
。
足
代
弘
訓
、
城

　
戸
千
楯
を
師
と
す
る
。

「
坂
」
は
二
人
を
上
げ
る
。

千
家
之
正
　
既
出
。
出
雲
大
杜
上
官
。
俊
信
を
師
と
す
る
。

平
岡
雅
足
　
出
雲
大
杜
上
官
。
尊
孫
、
重
老
を
師
と
す
る
。

「
石
」
は
三
人
を
上
げ
る
。

土
岐
国
彦
　
松
江
藩
士
。
重
老
、
芳
久
を
師
と
す
る
。

岡
部
東
平
　
生
国
は
筑
前
国
大
宰
府
。
福
岡
藩
士
。
後
、
江
戸

　
に
在
住
。
青
柳
種
信
を
師
と
す
る
。

藤
江
千
元
　
松
江
藩
土
。
重
老
を
師
と
す
る
。

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

「
関
」
は
二
人
を
上
げ
る
。

吉
田
芳
章
　
出
雲
国
能
義
郡
切
川
。
神
職
。

児
玉
篤
恭
松
江
藩
士
。
重
老
、
芳
久
を
師
と
す
る
。

「
森
」
は
三
人
を
上
げ
る
。

佐
草
文
清
　
既
出
。
出
雲
大
杜
上
官
。
内
遠
等
を
師
と
す
る
。

五
十
君
夷
守
　
周
防
国
佐
波
郡
三
田
尻
。
鈴
木
高
靹
を
師
と
す

　
る
。

岩
政
信
比
古
　
既
出
。
周
防
国
玖
珂
郡
。
俊
信
を
師
と
す
る
。

　
俊
信
『
出
雲
国
式
杜
考
』
の
校
訂
者
。

「
浦
」
は
十
二
人
を
上
げ
る
。

中
言
林
　
出
雲
大
杜
上
官
。
尊
孫
を
師
と
す
る
。

井
山
公
敬
　
松
江
藩
士
。
重
老
、
守
臣
、
芳
久
を
師
と
す
る
。

黒
沢
中
清
　
本
は
江
戸
の
人
。
後
、
出
雲
在
住
。

野
間
朗
衡
　
松
江
藩
士
。
重
老
を
師
と
す
る
。

西
村
久
浮
　
既
出
。
紀
伊
国
目
前
宮
祝
官
。

長
沢
伴
雄
　
紀
伊
国
和
歌
山
。
紀
伊
藩
士
。
大
平
、
春
庭
を
師

　
と
す
る
。

石
橋
道
基
　
楯
縫
郡
平
田
。
酒
造
家
。
重
老
を
師
と
す
る
。

土
肥
惟
孝
　
周
防
国
佐
波
郡
右
田
。

堀
尾
光
久
　
既
出
。
京
都
。
『
近
世
名
所
歌
集
』
の
撰
者
。

嶋
重
老
　
出
雲
大
杜
上
官
。
櫛
廼
舎
と
号
す
。
俊
信
の
高
弟
。

一
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渡
部
顕
孝
　
周
防
国
右
田
神
杜
杜
司
。

小
林
歌
城
　
江
戸
。
幕
府
旗
本
の
臣
。
村
田
春
海
、
宣
長
を
師

　
と
す
る
。

「
浜
」
は
七
人
を
上
げ
る
。

高
浜
貞
方
　
既
出
。
出
雲
大
杜
杜
中
。
俊
信
を
師
と
す
る
。

田
中
溝
年
　
既
出
。
杵
築
の
人
。
『
名
所
集
』
序
の
板
下
筆
者
。

出
雲
昌
孝
宿
禰
　
既
出
。
国
造
北
島
従
孝
三
男
。

今
村
季
唯
松
江
藩
士
。
尊
孫
を
師
と
す
る
。

稲
葉
幸
年
　
既
出
。
和
歌
山
。
大
平
を
師
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

新
庄
正
方
　
『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
作
者
姓
名
』
は
「
新
居
」

　
と
し
「
阿
波
田
宮
」
と
す
る
。
『
和
学
者
総
覧
』
も
「
新
居
」

　
で
上
げ
る
。
田
宮
村
神
明
杜
司
。
大
麻
比
古
神
杜
禰
宜
。
内

　
遠
を
師
と
す
る
。

後
藤
夷
臣
　
既
出
。
安
芸
国
山
県
郡
。
大
平
を
師
と
す
る
。

「
潟
」
は
一
人
だ
け
で
あ
る
。

手
銭
さ
の
子
　
出
雲
大
杜
禰
宜
列
手
銭
白
三
郎
妻
。
『
丁
巳
出

　
雲
国
五
十
歌
撰
』
の
政
の
作
者
。

「
島
」
は
五
人
を
上
げ
る
。

佐
々
木
卦
護
　
周
防
国
徳
山
藩
士
。

鈴
木
定
秋
　
周
防
国
宮
市
。
松
崎
天
満
宮
神
主
。

三
好
秀
興
　
既
出
。
伯
者
国
米
子
。

四

平
井
厚
信
　
松
江
藩
士
。
尊
孫
を
師
と
す
る
。

富
永
ヂ
久
　
芳
久
男
。

　
「
埼
」
は
二
人
を
上
げ
る
。

竹
矢
信
昌
　
既
出
。
能
義
郡
。
富
田
八
幡
宮
神
主
。
俊
信
、
諸

　
平
を
師
と
す
る
。

．
出
川
道
年
　
出
雲
国
八
束
郡
来
待
。
出
川
兵
太
郎
。

　
「
川
」
は
六
人
を
上
げ
る
。

出
雲
内
孝
宿
禰
　
北
島
。
全
孝
二
男
。
内
遠
を
師
と
す
る
。

西
田
惟
恒
　
和
歌
山
。
医
家
。
大
平
、
内
遠
を
師
と
す
る
。

諏
訪
宣
麿
　
陸
奥
国
会
津
。
阿
波
守
と
称
す
。
諏
訪
杜
神
主
。

高
橋
定
久
　
楯
縫
郡
口
宇
迦
。
宇
賀
明
神
神
主
。
一
四
七
番
の

　
詞
書
に
よ
れ
ば
、
細
木
良
郷
と
親
し
い
。
重
老
を
師
と
す
る
。

鈴
木
直
臣
　
周
防
国
防
府
。
高
靹
男
。
太
政
官
出
仕
。
萩
原
広

　
道
を
師
と
す
る
。

国
造
全
孝
宿
禰
　
北
島
。
出
雲
国
造
。
天
目
隅
宮
御
杖
代
。

　
「
江
」
は
二
人
を
上
げ
る
。

増
田
年
長
松
江
。
為
泰
、
尊
孫
、
重
老
を
師
と
す
る
。

萩
原
広
道
　
岡
山
藩
士
。
大
国
隆
正
を
師
と
す
る
。
『
源
氏
物

　
語
評
釈
』
の
著
者
。

　
「
井
」
も
二
人
を
上
げ
る
。

渡
部
敬
満
　
周
防
国
佐
波
郡
右
田
。
周
防
一
宮
玉
祖
神
杜
禰
宜
。



　
大
杜
教
権
大
講
義
。

井
原
篤
之
　
松
江
藩
士
。
重
老
、
芳
久
を
師
と
す
る
。

「
里
」
は
六
人
を
上
げ
る
。

出
雲
勝
孝
宿
禰
　
北
島
。
重
孝
男
。

島
重
胤
　
既
出
。
重
老
男
。
出
雲
大
杜
禰
宜
。

佐
草
美
清
　
既
出
。
出
雲
大
杜
上
官
。
内
遠
、
平
田
篤
胤
を
師

　
と
す
る
。

佐
伯
淳
俊
　
周
防
国
佐
波
郡
右
田
。
既
出
の
佐
伯
敬
信
（
淳
信
）

　
と
関
係
が
あ
ろ
う
。

本
居
豊
穎
　
既
出
。
内
遠
男
。
紀
伊
藩
国
学
所
教
授
。

笹
股
幸
満
　
能
義
郡
広
瀬
家
士
。
吉
田
芳
章
を
師
と
す
る
。

最
後
に
「
雑
」
は
三
人
を
上
げ
る
。

内
山
真
龍
　
既
出
。
遠
江
国
豊
田
郡
。
庄
屋
。
真
淵
を
師
と
す

　
る
。
『
出
雲
目
記
』
の
作
者
。

竹
村
尚
規
　
遠
江
国
敷
智
郡
入
野
。
酒
造
業
。
真
龍
、
宣
長
等

　
を
師
と
す
る
。

鈴
木
直
通
　
周
防
国
防
府
。
松
崎
天
満
宮
祠
官
。
高
靹
父
。

　
以
上
、
簡
単
に
歌
人
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
「
初
編
」
と
同
じ

く
地
元
歌
人
が
最
も
多
数
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
俊
信
の
門
弟

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
「
初
編
」
を
襲
っ
て
宣
長

の
鈴
屋
派
を
中
心
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
の

他
の
詠
歌
が
『
鴨
川
集
』
、
『
近
世
名
所
歌
集
』
、
『
丁
已
出
雲
国
五

十
歌
撰
』
、
『
戊
午
出
雲
国
五
十
歌
撰
』
な
ど
に
入
っ
て
お
り
、
本

集
は
著
名
な
歌
人
の
詠
を
多
く
採
っ
た
歌
集
だ
と
断
じ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
出
雲
歌
壇
の
層
の
厚
さ
を
窺
い
う
る
好
個
の
資
料
と
な

り
う
る
。

　
他
国
の
歌
人
に
つ
い
て
は
、
周
防
国
は
鈴
木
高
靹
、
同
定
秋
、

同
直
臣
、
同
直
通
、
佐
伯
敬
信
、
同
淳
俊
、
渡
部
敬
満
、
同
顕
孝
、

岩
政
信
比
古
、
土
肥
惟
孝
、
五
十
君
夷
守
、
佐
々
木
卦
護
、
山
田

靹
臣
、
原
田
年
彦
、
田
村
清
年
を
数
、
え
る
が
、
こ
れ
は
岩
政
の
影

響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
和
歌
山
は
「
初
編
」
と
可
じ
く
本
居
内

遠
、
長
沢
伴
雄
、
西
村
久
浮
、
稲
葉
幸
年
、
西
田
惟
恒
が
見
ら
れ
、

内
遠
の
養
父
大
平
の
関
係
に
よ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
遠
江
国
は

石
塚
龍
麿
、
竹
村
尚
規
、
小
栗
広
伴
、
内
山
真
龍
、
真
淵
が
お
り
、

こ
れ
は
真
淵
の
影
響
と
思
し
い
。

　
最
後
に
、
本
集
に
入
っ
て
い
る
歌
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
注
意

す
る
べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
説
明
し
て
い
き
た
い
。

　
「
杵
築
杜
」
の
「
遠
江
よ
り
思
ふ
と
ち
お
も
ひ
お
こ
し
て
詣
け

る
時
に
よ
め
る
」
と
あ
る
石
塚
龍
麿
の
、

『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

一
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は
る
く
と
き
つ
き
の
神
の
大
前
に
ぬ
さ
奉
る
け
ふ
そ
た
ふ
と

　
き

と
同
じ
時
の
詠
と
思
わ
れ
る
龍
麿
詠
が
本
集
に
四
首
見
出
さ
れ

る
。　

ま
ず
、
「
熊
野
宮
」
の
「
大
前
に
ま
う
て
∫
」
と
あ
る
、

　
く
し
み
け
□
神
の
命
の
た
ふ
と
く
も
し
つ
ま
り
い
ま
す
三
熊
野

　
の
宮

　
「
玉
鉾
杜
」
の
「
出
雲
大
神
宮
に
詣
け
る
時
梅
舎
翁
の
も
と
に

ま
ゐ
り
げ
る
に
桜
根
大
人
を
か
こ
ひ
の
中
に
玉
鉾
杜
と
て
ま
つ
り

給
ふ
そ
の
か
た
へ
に
お
の
つ
か
ら
桜
お
ひ
て
は
し
め
て
花
の
咲
た

る
そ
れ
を
題
に
て
」
と
し
て
同
行
し
た
と
思
し
い
小
栗
広
伴
と
一

緒
に
、

　
桜
根
の
神
の
み
た
ま
の
ち
か
ひ
に
て
花
も
け
ふ
こ
そ
盛
な
る
ら

　
め

と
詠
ん
で
い
る
。

　
「
因
佐
杜
」
の
「
御
杜
に
詣
て
を
ろ
か
み
奉
り
て
」
と
あ
る
、

　
二
柱
神
の
み
こ
と
の
あ
も
り
け
ん
神
代
の
ま
＼
か
こ
れ
の
小
浜

　
は

　
最
後
は
「
雑
」
の
「
出
雲
大
神
宮
に
ま
う
て
け
る
時
学
の
は
ら

か
ら
な
る
梅
舎
翁
の
も
と
に
て
」
と
見
え
る
、

　
年
ま
ね
く
出
雲
八
重
垣
か
き
た
え
て
あ
ひ
み
ぬ
君
に
あ
ふ
か
う

ニ
ハ

　
れ
し
さ

で
あ
る
。

　
衣
川
長
秋
の
「
三
穂
杜
」
の
「
御
杜
に
詣
て
」
と
あ
る
、

い
に
し
へ
の
そ
の
あ
と
と
こ
ろ
こ
と
く
に
今
套
つ
ξ
一

　
穂
の
神
垣

と
同
じ
時
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
初
編
」
に
同
じ
詞

書
で
見
ら
れ
る
。

　
小
沢
芦
庵
の
「
須
我
宮
」
の
「
本
居
宣
長
古
事
記
伝
の
寛
宴
に

須
佐
之
男
神
を
」
と
あ
る
、

　
わ
け
ま
よ
ふ
八
雲
の
道
の
し
る
へ
せ
よ
祈
る
も
久
し
す
さ
の
男

　
の
神

は
彼
の
『
六
帖
詠
草
』
（
一
八
一
一
年
刊
）
雑
上
に
「
須
義
烏
」

と
し
て
入
る
。

　
「
琴
引
山
」
の
「
名
所
山
」
を
詠
む
市
岡
猛
彦
の
、

　
神
代
よ
り
し
ら
へ
か
は
し
て
か
よ
ふ
ら
し
琴
引
山
の
み
ね
の
松

　
風

は
『
名
所
今
歌
集
』
（
一
八
一
七
年
刊
）
下
に
入
る
。

　
同
じ
「
琴
引
山
」
の
「
春
祝
」
を
詠
む
加
藤
千
蔭
の
、

　
ひ
と
し
ほ
の
色
そ
ふ
松
の
春
風
も
千
代
を
し
ら
ふ
る
琴
引
の
山

は
彼
の
『
う
け
ら
が
花
初
編
』
（
一
八
〇
二
年
刊
）
巻
一
に
「
但

馬
の
国
出
石
し
り
給
へ
る
君
の
大
と
じ
君
の
も
と
に
て
、
春
祝
言



を
」
の
詞
書
で
、

　
ひ
と
し
ほ
の
色
そ
ふ
松
の
春
風
も
千
よ
を
し
ら
ぶ
る
琴
ひ
き
の

　
浜

と
あ
り
、
「
琴
引
山
」
で
は
な
い
。

　
「
宇
迦
山
」
の
「
梅
舎
に
物
し
て
帰
り
な
ん
と
し
け
る
時
」
と

あ
る
衣
川
長
秋
の
、

　
ま
れ
に
あ
ひ
て
か
た
る
ま
も
な
く
故
郷
に
わ
か
る
∫
こ
と
の
宇

　
迦
の
山
本

は
『
田
蓑
の
目
記
』
八
月
六
日
条
に
同
じ
よ
う
に
見
え
る
。

　
同
じ
「
宇
迦
山
」
の
「
宇
迦
里
の
細
木
良
郷
か
妻
む
か
へ
た
る

よ
ろ
こ
ひ
に
」
と
あ
る
本
居
内
遠
の
、

　
千
代
ま
て
と
う
か
ら
つ
と
へ
て
う
た
ふ
ら
ん
宇
迦
の
山
本
や
ま

　
も
と
∫
ろ
に

と
同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
が
二
首
見
え
る
。

　
「
口
宇
迦
里
」
の
「
良
郷
か
妻
む
か
へ
た
る
に
」
と
す
る
本
居

豊
穎
の
、

　
む
つ
ま
し
く
鶴
こ
そ
空
に
よ
は
ふ
な
れ
こ
や
万
代
の
口
宇
迦
の

　
さ
と

と
同
じ
里
の
「
お
な
し
を
り
」
と
あ
る
嶋
重
老
の
、

　
妹
と
せ
の
ち
き
り
も
し
る
し
人
毎
に
千
代
と
と
な
ふ
る
口
宇
迦

　
の
里

　
　
『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

で
あ
る
。

　
「
出
雲
山
」
の
「
冨
永
保
久
百
年
忌
に
冬
懐
旧
」
と
あ
る
山
田

靹
臣
の
、

　
百
歳
の
昔
を
お
も
ひ
出
雲
山
時
雨
の
外
に
ぬ
る
∫
袖
か
な

と
同
じ
折
に
詠
ま
れ
た
と
思
し
い
も
の
に
次
の
四
首
が
あ
る
。

　
「
袖
師
浦
」
の
「
保
久
の
追
慕
に
冬
懐
旧
」
と
あ
る
土
肥
惟
孝

の
、　

幾
度
か
ぬ
る
∫
袖
師
の
浦
千
鳥
ふ
み
見
し
跡
を
み
る
に
つ
け
て

　
も

　
「
衣
島
」
の
「
保
久
百
年
忌
に
冬
懐
旧
」
と
あ
る
佐
々
木
卦
護

の
、　

古
を
お
も
ひ
出
雲
の
衣
島
し
く
れ
に
ぬ
る
上
時
は
来
に
け
り

　
「
未
待
川
」
の
「
保
久
の
追
慕
に
冬
懐
旧
」
と
あ
る
西
田
惟
恒

の
、　

過
し
世
は
か
へ
ら
ぬ
も
の
を
友
千
鳥
い
く
夜
来
待
の
川
に
な
く

　
ら
ん

　
最
後
に
、
「
出
雲
川
」
の
「
保
久
の
追
悼
に
冬
懐
旧
」
と
あ
る

鈴
木
直
臣
の
、

　
出
雲
川
昔
な
か
ら
に
鳴
千
鳥
い
つ
も
む
か
し
を
こ
ひ
て
な
く
ら

　
ん

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



一
八

　
「
黄
泉
比
良
坂
」
の
「
を
さ
な
き
子
を
う
し
な
ひ
け
る
時
」
と

あ
る
香
川
景
樹
の
、

　
追
し
き
て
取
か
へ
す
へ
き
物
な
ら
は
よ
も
つ
ひ
ら
坂
道
は
な
く

　
と
も

は
彼
の
『
桂
園
一
枝
』
（
一
八
三
〇
年
刊
一
花
に
同
じ
よ
う
に
見

え
る
。

　
「
御
祈
玉
」
の
「
湯
の
山
の
青
石
に
寄
こ
ひ
け
る
に
」
と
あ
る

本
居
宣
長
の
、

　
神
代
よ
り
代
々
に
出
雲
の
み
ほ
き
玉
今
の
を
つ
∫
に
見
る
か
む

　
か
し
さ

は
「
御
祈
玉
」
項
に
述
べ
た
よ
う
な
詞
書
で
『
鈴
屋
集
』
九
二

八
〇
三
年
刊
）
に
入
っ
て
い
る
。

　
「
妖
宇
海
」
の
「
島
重
老
六
十
賀
に
」
と
あ
る
加
納
諸
平
の
、

　
お
う
の
海
の
其
川
千
と
り
千
世
と
ほ
き
八
千
世
と
ほ
き
て
け
ふ

　
も
か
も
ま
と
ゐ
す
ら
し
も
こ
と
ほ
か
ひ
さ
か
ほ
か
ひ
し
て
今
も

　
か
も
う
た
け
す
ら
し
も
玉
松
の
は
し
き
島
山
ゆ
き
め
く
る
月
目

　
も
し
ら
に
う
た
け
す
ら
し
も

は
彼
の
『
柿
園
詠
草
』
（
一
八
五
四
年
刊
）
二
に
同
じ
よ
う
に
見

え
る
。

　
「
意
宇
浦
」
の
「
清
水
高
平
か
国
へ
帰
る
わ
か
れ
の
会
に
そ
の

国
の
名
所
を
題
に
て
よ
み
け
る
時
」
と
あ
る
西
村
久
浮
の
、

　
出
雲
潟
お
う
の
う
ら
波
を
り
か
へ
し
よ
せ
こ
ん
ほ
と
を
ま
ち
や

　
わ
た
ら
ん

は
『
近
世
名
所
歌
集
』
初
編
（
一
八
五
一
年
刊
）
に
入
っ
て
い
る
。

　
「
袖
師
浦
」
の
「
海
辺
霞
」
を
詠
む
長
沢
伴
雄
の
、

　
ふ
り
は
へ
て
桜
貝
と
る
あ
ま
の
子
か
袖
師
の
浦
は
霞
け
る
か
な

は
『
近
世
名
所
歌
集
』
初
編
に
入
る
。

　
「
千
釣
浜
」
の
「
浜
」
を
詠
む
稲
葉
幸
年
の
、

　
思
ふ
と
ち
ほ
た
り
と
り
も
ち
豊
御
酒
を
い
て
や
ち
く
み
の
浜
つ

　
た
ひ
せ
ん

は
『
近
世
名
所
歌
集
』
初
編
に
入
る
。

　
「
松
江
」
の
「
名
所
立
春
」
を
詠
む
増
田
年
長
の
、

　
立
か
へ
る
千
年
の
春
に
さ
き
に
け
り
松
江
の
う
ら
の
浪
の
初
花

は
『
出
雲
国
三
十
六
歌
仙
』
（
一
八
五
六
年
刊
）
に
見
え
る
。

　
「
安
来
里
」
の
「
出
雲
大
神
宮
に
詣
て
帰
り
け
る
時
安
来
と
い

ふ
所
に
や
と
り
て
」
と
あ
る
衣
川
長
秋
の
、

　
人
皆
も
わ
れ
も
つ
上
ま
す
旅
衣
安
来
の
里
に
た
ち
か
へ
り
来
ぬ

は
『
田
簑
の
日
記
』
八
月
八
日
条
に
「
酉
時
ば
か
り
安
来
に
い
た

り
ぬ
。
此
所
よ
り
米
子
ま
で
さ
か
し
き
山
路
三
里
な
れ
バ
。
松
に

の
ら
ん
と
す
る
に
。
空
の
け
し
き
夜
船
こ
ぎ
ゆ
か
ん
は
。
あ
や
ふ

し
と
て
。
こ
∫
に
や
ど
り
ぬ
」
と
し
て
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

　
「
広
瀬
里
」
の
「
里
立
春
」
を
詠
む
笹
股
幸
満
の
、



　
勝
日
山
い
つ
る
日
影
を
待
と
り
て
広
瀬
の
里
に
春
は
来
に
け
り

は
『
類
題
和
歌
鴨
川
集
』
四
郎
集
（
一
八
五
二
年
刊
一
に
入
る
。

　
「
雑
」
の
「
京
に
有
け
る
頃
俊
信
宿
禰
の
国
へ
か
へ
ら
る
二
に
」

と
あ
る
宣
長
の
、

　
君
を
わ
か
都
へ
た
つ
る
国
の
名
の
八
重
垣
つ
ら
き
け
ふ
の
わ
か

　
れ
路

は
『
鈴
屋
集
』
八
に
「
京
に
て
千
家
清
主
の
国
に
か
へ
る
に
わ
か

れ
を
し
み
て
」
と
し
て
入
る
。

　
同
じ
く
「
出
雲
国
造
神
寿
詞
後
釈
の
し
り
へ
に
」
と
あ
る
宣
長

の
、　

大
前
に
今
も
申
し
て
ま
を
し
た
へ
綾
に
尊
き
こ
れ
の
吉
詞
を

は
「
寛
政
四
年
壬
子
詠
草
」
に
「
出
雲
国
造
神
寿
後
釈
を
か
き
て

し
り
に
よ
み
て
か
き
そ
へ
た
る
歌
」
と
し
て
入
っ
て
い
る
。

　
同
じ
く
「
内
山
真
龍
か
出
雲
大
神
宮
に
詣
た
る
道
の
日
記
を
見

て
そ
の
は
し
に
書
つ
け
け
る
」
と
あ
る
宣
長
の
長
歌
（
長
い
の
で

省
略
）
は
『
鈴
屋
集
』
五
（
一
七
九
九
年
刊
）
に
入
る
。

　
以
上
、
本
集
は
前
述
し
た
よ
う
に
応
募
の
歌
を
採
っ
て
い
る
こ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
以
外
に
旧
作
の
既
に
版
行
さ
れ
て

い
た
も
の
か
ら
も
選
入
し
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
『
出
雲
国
名
所
歌
集
二
編
』
に
つ
い
て

注
ω

　
2
）

拙
考
「
『
出
雲
国
名
所
歌
集
初
編
』
に
つ
い
て
」
（
「
島
大

国
文
」
第
二
十
七
号
平
十
一
・
三
）

本
文
は
石
破
洋
氏
「
衣
川
長
秋
『
田
糞
の
目
記
』
1
翻

刻
と
研
究
－
ω
」
（
島
根
県
立
女
子
短
期
大
学
「
島
根

国
語
国
文
」
第
七
号
　
平
八
・
十
二
）
に
よ
る
。
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